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ユビキタスネット時代における宇宙通信の
在り方に関する研究会

報告書概要

２００５年８月

ユビキタスネット時代における宇宙通信の在り方に関する研究会

～ユビキタス・スペースネット・プログラムの実現へ向けて～

Ubiquitous Space-Net Program（USN Program ）
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第１章 宇宙通信を巡る動向
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宇宙開発利用に関する国内外の環境の変化

欧米やアジア諸国の宇宙開発政策の動向、商業利用への新たな環境変化を踏まえた推進策が必要

欧米の宇宙先進国の積極的政策方針に加え、アジア諸国の宇宙開発への意気込み、商業利用へのベンチャー企業の台頭等新たな流
れに対応することが必要

欧米やアジア諸国の宇宙開発政策の動向、商業利用への新たな環境変化を踏まえた推進策が必要

欧米の宇宙先進国の積極的政策方針に加え、アジア諸国の宇宙開発への意気込み、商業利用へのベンチャー企業の台頭等新たな流
れに対応することが必要

新宇宙探査計画によりNASAの方向付けを大きく転換
→国際宇宙ステーション完成（2010年）後、有人探査船へ切替
→月を基地に火星などへの探査に注力

商用通信衛星分野ではKa帯衛星通信の実用化が一気に加速の兆候

ESAが中心となり産業界を支援、世界への影響度を高めることを目指す
→クールー打上げ基地の拡充（ロシアの軽・中量級ロケット打上げ射点建設）
→’ガリレオ計画’の着実な展開（アジア諸国の参加獲得）
火星・木星への探査成果を踏まえ、火星表面の本格的な探査構想

米 国

環境変化 我が国の宇宙開発に求められる対応

大学発衛星

商業宇宙飛行サービス、宇宙環境利用などベンチャーの出現により宇宙の利用裾野が拡大

小型衛星を中心に研究開発、教育・人材の育成、さらに外部への技術支援等の拡大

地場の技術、大学・研究機関との連携の下、独自の開発展開、ベンチャー化の模索

宇宙開発振興法の制定し、打上げ基地の新設、独自の衛星打上げを具体化

宇宙インフラ充実を着実に実施、ロシアとの研究衛星開発において連携

有人宇宙分野で新たな意欲、商用衛星分野において、西欧顧客との連携が脚光

国
際
的
環
境
の
変
化

新
た
な
萌
芽

欧 州

中 国

韓 国

ロシア

インド

有人宇宙計画の確立、研究開発・産業化にむけ、アフリカ、欧州との連携

ベンチャー展開

地場密着衛星

国際的な連携協力を視野に
入れた、新たな宇宙開発ビ
ジョンの策定とその具体化

アジア地域等におけ
る宇宙開発の連携協
力の戦略的取組み

宇宙産業や
技術開発の
裾野の拡大、
人的資源充
実への施策
展開
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ＩＣＴによる新たな社会システム構築への取り組みと宇宙通信への期待

ｅ－Ｊａｐａｎ戦略

２００５年以内に
世界最先端のＩＴ
国家となる

ｅ－Ｊａｐａｎ戦略Ⅱ

ＩＴの利活用重視

ｕ－Ｊａｐａｎ

ＩＣＴにより我が国が
今後直面する諸課題
が解決された社会

u－Ｊａｐａｎの基本理念「ユビキタス」

「いつでも、どこでも、何でも、
誰でも」ネットワークに簡単に
つながる社会を実現すること。

従来ネットワークが抱えていた制約からの開放

「ネットワーク」の

制約からの開放

「端末」の制約

からの開放

「サービス」や「コンテンツ」

からの解放

（u－Ｊａｐａｎ政策パッケージの第一の柱）

「ユビキタスネットワークの整備」

（重点戦略）
○ 有線・無線のシームレスなアクセス環境
の整備
○ ブロードバンド基盤の全国整備
○ 実物系ネットワークの確立
○ ネットワーク・コラボレーションの基盤整備

宇宙通信の特徴
そのもの

宇宙通信もその
特徴を踏まえ、
「重点戦略」に
沿った施策展開
が必要 （u－Ｊａｐａｎ政策パッケージの横断的な施策）

「技術戦略」

（重点戦略）
○ ユビキタスネット社会に向けた研究開発戦略
・ 新世代ネットワーク技術
・ 安全安心のためのＩＣＴ
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第２章 宇宙通信の将来展望
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ユビキタスネット時代における宇宙通信の基本理念

ｕ－ＪＡＰＡＮ政策（基本理念）
ｕ－ＪＡＰＡＮ政策（基本理念） わが国における宇宙開発利用の戦略

わが国における宇宙開発利用の戦略

宇宙通信の特徴
宇宙通信の特徴

①強み ： 同報性、広域性、移動性、耐災害性等
②弱み ： 遅延時間、保守性、端末サイズ等

・「ネットワーク」の制約からの開放
・「端末」の制約からの開放
・「サービス」や「コンテンツ」の制約からの開放

・ 国家戦略技術の重要性
・ わが国の総合的な安全保障への貢献
・ 地球・人類の持続的発展を国の矜持

（宇宙開発利用の意義）

（宇宙開発利用の目標）

・ 国民の安全の確保
・ 経済社会の発展と国民生活の質の向上
・ 知の創造と人類の持続的発展

（１６年９月総合科学技術会議）

ユビキタスネット時代における宇宙通信の基本理念ユビキタスネット時代における宇宙通信の基本理念

『いつでも、どこでも、何でも、誰でも』ネットワークに
簡単につながる社会の実現へ

（１６年１２月総務省）

○ 『ユビキタス』を実現した社会において、国民の安全の確保、国民生活の質の向上などに関する具体的

な目標設定に対して宇宙通信の特徴をいかした技術開発・利用戦略の推進

○ 人類が活動し、認知しうるあらゆる空間における『ユビキタス』の実現

○ ユビキタスネット社会を構築するための宇宙通信の研究開発利用の方向性を示す。
○ 将来実現されるべき宇宙通信の「利用形態」を明示し、利用形態の実現に向けて必要な利用形態の方向性
を示す。

○ 目標年次：１０年～２０年後
○ スコープの対象：我が国の産・学・官全体

本検討のスコープ本検討のスコープ
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ユビキタスネット時代において期待される宇宙通信の利用形態

②災害情報の収集・配信

堅牢性のある通信インフラを構築

○被災時に被災情報などを収集する
ための迅速な一時回線を提供
○いつでも・どこでも・誰にでも・どんな

端末にも迅速かつ確実に必要な情報
を配信

⑥宇宙環境計測
宇宙天気観測ﾈｯﾄﾜｰｸで優先度の高い分野を日本も分担。

○太陽フレア粒子等の警報・予測を実現

③ アジア通信システムの確立

地上インフラが整備されていないアジア地域に高
付加価値サービスを提供する通信システムを確
立

○被災等緊急時に情報量・受信ユーザ数に影響のな

い放送サービスを提供
○緊急地震・津波の早期警戒網を構築
○その他の通信衛星網と双方向サービスも提供

④地球観測（精度向上、システムの確立）

衛星観測と現場観測の特性を生かし効果的な地
球観測を実施

○被災時には地球観測衛星データを用いて高頻度の

被害情報把握と被害拡大予測を実施
○温暖化・水循環などの地球環境を自律的かつ

継続的に実施するとともにＧＥＯＳＳにも参加し貢献

⑤通信・放送の

移動体向けブロードバンド環境

地上系と衛星系のシームレスな利用による
モバイルブロードバンドネットワークの構築

○デジタルデバイド（ルーラルエリア等）を解消
○被災時の非常用通信を提供
○海上の安全確保のため不審船映像を送信

また平常時には広域モニタを実施

①災害時通信・放送の確立

防災・保安・安全保障に係わる通信手段
を提供

⑦通信・放送のデジタルデバイド解消

衛星利用によりブロードバンド環境が未整備な島嶼
を含めた日本全国をカバーするネットワークを構築

○多くのユーザを収容し通信・放送コストを低減化

⑧超高精細テレビジョン放送

２１GHz帯衛星放送によるスーパーハイビ
ジョン放送を実現

○高臨場感と没入感を実現
○極薄型・軽量パーソナル画面での放送を提供

⑩時空間情報サービス

（ユニバーサル測位）
地理情報にリアルタイムで位置・時
間情報とコンテンツ情報とを融合し、
防災、セキュリティ等様々な分野の
サービスを提供

⑪ センサネットとの融合

地上システムに衛星システムの広
域性、同報性、多宛先通信を可能と
する特性を組み合わせて使用し高
度かつハイブリット型の通信システ
ムを実現

⑫ 宇宙における通信ネットワーク基盤

地球環境観測データの大容量配信及び月・惑星・深宇
宙探査における超長距離高速通信技術を実現

• 2015年、2025年の「宇宙通信の在り方」について研究会構成員からの意見を集約し、想定される利用形態、衛星システムを
抽出→ 「安全・安心の確保」、「ユニバーサルな情報通信環境の実現」、「ネットワークの進化と宇宙利活用の高度化」に有効

• 2015年、2025年の「宇宙通信の在り方」について研究会構成員からの意見を集約し、想定される利用形態、衛星システムを
抽出→ 「安全・安心の確保」、「ユニバーサルな情報通信環境の実現」、「ネットワークの進化と宇宙利活用の高度化」に有効

安全・安心の確保

ユニバーサルな情報
通信環境の実現 ネットワークの進化と宇宙利活用の高度化

⑨地上系及び宇宙系通信の

シームレスな融合

衛星ゲートウェイ局によるデジタルデバイド
地域へのシームレスな自動通信を実現

○ルーラルエリア、船舶・航空機等の移動体、
被災地と通信ネットワークを構築
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利用形態毎の機能のロードマップ
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第３章ユビキタス・スペースネット・プログラム
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宇宙通信の将来の利用イメージ～「安全・安心の確保」の例～

【利用形態】①災害時通信・放送の確立 ②災害情報の収集・配信 ④地球観測（精度向上、システム確立）
⑤通信・放送の移動体向けブロードバンド環境 ⑩時空間情報サービス（ユニバーサル測位） ⑪センサネットとの融合
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宇宙通信の将来の利用イメージ～「ユニバーサルな情報通信環境」の例～

【利用形態】⑤通信・放送の移動体向けブロードバンド環境 ⑦通信・放送のデジタルデバイド解消 ⑧超高精細テレビジョン放送
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宇宙通信の将来の利用イメージ～「ネットワークの進化と宇宙利活用の高度化」の例～

【利用形態】⑤通信・放送の移動体向けブロードバンド環境 ⑩時空間情報サービス（ユニバーサル測位）
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利用形態の実現に必要な宇宙通信分野

設定された「安全・安心の確保」、「ユニバーサルな情報通信環境の実現」、「NWの進化と宇宙利活用の高度化」の３利用分野に
対する利用形態を抽出し、それぞれの利用形態と宇宙通信分野間の関係を図示した。特に太線が結びつきの強い関係である。

設定された「安全・安心の確保」、「ユニバーサルな情報通信環境の実現」、「NWの進化と宇宙利活用の高度化」の３利用分野に
対する利用形態を抽出し、それぞれの利用形態と宇宙通信分野間の関係を図示した。特に太線が結びつきの強い関係である。
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①次世代衛星通信システム①次世代衛星通信システム

○システムの性能：
・１０年後の地上系サービスと同程度の伝送速度
・携帯、PC等の自端末が地上系・衛星系に共用可能
・低速から高速の様々な伝送速度でサービスを提供

－時と場所に依存せず、固定から移動までをカバーし、様々なアプリケー－時と場所に依存せず、固定から移動までをカバーし、様々なアプリケー
ションを実現する衛星通信システム－ションを実現する衛星通信システム－

○必要性：
災害対策や地理的デバイド対策など宇宙通信の活用により実現が
期待される様々なアプリケーションを実現するための汎用的な役割を果
たすシステムである。
地上系とのシームレスな通信環境を構築。

～どこでもブロードバンド～～どこでもブロードバンド～

ユビキタス・スペースネット・プログラム（Ubiquitous Space-Net Program ）

ユビキタスネット社会の実現のため、人類の安全・安心の確保、ユ
ビキタスネット環境の享受、経済社会の発展など、様々な期待と役
割を担う、以下の５つ柱を「ユビキタス・スペースネット・プログラ
ム」として推進していくことが必要。

ユビキタスネット社会の実現のため、人類の安全・安心の確保、ユ
ビキタスネット環境の享受、経済社会の発展など、様々な期待と役
割を担う、以下の５つ柱を「ユビキタス・スペースネット・プログラ
ム」として推進していくことが必要。

○ システムの活用事例：
・ブロードバンドサービス、地理的デバイド解消、災害対策、環境モ
ニタ等 を通信・放送で実現

・ブロードバンド環境を船舶・航空機・宇宙船等あらゆるところに提供
・極めて多数のセンサネットワーク端末を収容
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③全地球・宇宙環境観測システム③全地球・宇宙環境観測システム

○必要性：
地球規模の環境変化や宇宙環境の観測・各種メカニズムの解明、安全保障
及び大規模災害への対応に貢献する高精度な環境情報に対するニーズが高
まっている。本システムにより、各種情報の統合的な収集と分析が可能となり、
他のICTでは実現し得ない幅広い分野への貢献が期待できる。

○ システムの性能：

・分解能１０ｍ以下レベルの地表観測技術
・３時間ごとの全球的な降水観測
・温室効果ガスであるＣＯ2の高精度な観測技術

－－ 全球規模での地表面、降雨、大気等の状況や宇宙空間の現象を高精全球規模での地表面、降雨、大気等の状況や宇宙空間の現象を高精

度に把握する観測システム－度に把握する観測システム－

～知ることで得られる安心～～知ることで得られる安心～

②超高精細衛星放送システム②超高精細衛星放送システム

○必要性：
今後の放送サービスとしてハイビジョンを超える臨場感と没入感のあるスー
パーハイビジョン放送のような超高精細放送に対するニーズが高い。

○ システムの性能：
・走査線数４０００本級のスーパーハイビジョンの放送が可能
・ ４５ｃｍ径の受信アンテナで家庭での受信を実現

・降雨分布にあわせた降雨減衰を補償

－時と場所を選ばず低コストで全国にあまねく高臨場感放送を提供－時と場所を選ばず低コストで全国にあまねく高臨場感放送を提供

するシステム－するシステム－

～あなたのそばの超空間～～あなたのそばの超空間～

○システムの活用事例：
・災害等緊急時の被災状況の早期把握などの応急対策活動
・地球環境問題をはじめ、各種環境データの高精度な常時観測
・太陽フレア粒子の観測データに基づく衛星の安全な運用

○ システムの活用事例：
・スーパーハイビジョン放送
・ハイビジョンの多チャンネル化
・ユーザーニーズに基づいた超高精細動画・データ配信

ユビキタス・スペースネット・プログラム（Ubiquitous Space-Net Program ）
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○システムの性能：
・数Ｇｂｐｓ級の観測データ伝送
・利用者へのデータ配信（到達率：99％、情報量：数Mb、到達時間：3時間以
内）

⑤ 次世代データ中継衛星システム⑤ 次世代データ中継衛星システム

○必要性：
人類の宇宙活動に伴う確実な通信手段の確保
地球観測衛星等の収集する高精度のデータを可能な限り広範かつリアルタイ
ムに伝送することがもとめられている。

－宇宙機、地球局を高速・柔軟な通信回線で結び、人類の宇宙空間におけ－宇宙機、地球局を高速・柔軟な通信回線で結び、人類の宇宙空間におけ
るる活動や、地球・宇宙環境観測に対して確実な通信環境を提供するシス活動や、地球・宇宙環境観測に対して確実な通信環境を提供するシス
テム－テム－

～空間をつなぐ宇宙の輪～～空間をつなぐ宇宙の輪～

④測位・空間情報基盤④測位・空間情報基盤

○必要性：
現在、高精度な測位情報を自動車や歩行者のＩＴＳに利用したりロボットへ応
用するニーズが高まっている。また、高精度な空間情報を国の基盤として整備
する期待が高まっている。

～万物の営みは位置と時刻から～～万物の営みは位置と時刻から～

○システムの活用事例：
・有人宇宙活動等の基盤となる通信ネットワークを構築。
・地球観測衛星や探査衛星等からの大容量のデータを リアルタイムに地上へ伝
送○ システムの性能：

・個別車両の識別が可能なナビゲーション
・数ｃｍレベルの精度での測位
・高精度測位情報の大規模なGISデータベース化

○ システムの活用事例：
歩行者ＩＴＳ（日本版E911）、自動車ITS（自動走行）、ロボット（自動運転）、測
量分野、防災情報提供に活用

ユビキタス・スペースネット・プログラム（Ubiquitous Space-Net Program ）

－準天頂衛星や－準天頂衛星やGPSGPSなどによる測位情報となどによる測位情報とGISGIS（地理情報システム）とを（地理情報システム）とを
組み合わせ、更に時刻情報を合わせ活用することで様々なアプリケーショ組み合わせ、更に時刻情報を合わせ活用することで様々なアプリケーショ
ンを実現する情報基盤－ンを実現する情報基盤－
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第４章 ユビキタス・スペースネット・プログ
ラム実現に向けた推進方策
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ユビキタス・スペースネット・プログラム実現に向けた推進方策

・国際フォーラム開催
・共同実証実験の推進
・人材育成への協力
・システム共存、混信防止のためのコンセンサスの醸成

・ 宇宙実証の初期段階からのアプリケーショ
ン開発の推進
・地球局等の標準化、地上システムとのシー
ムレスな保守運用
・利用者との一体の開発利用推進体制

・官民の役割分担

- 公共分野の宇宙通信技術の確立、通信方式の標準化、
商用衛星を活用した宇宙実証

・基盤的宇宙技術の確立

・宇宙実証機会の多様化
・提案公募型の委託研究制度の活用
・新たな周波数分配確保等のためのタイムリーな
宇宙実証
・技術移転の促進

基盤技術の研究開発基盤技術の研究開発

利用促進方策利用促進方策

民間活力活用のための環境整備民間活力活用のための環境整備

アジア地域を重視した国際戦略アジア地域を重視した国際戦略

ロードマップに基づく計画的な技術開発 早期事業化に必要なタイムリーな宇宙実証

近隣諸国の衛星系・地上系との共存 システムの標準化・共用化の促進

ユビキタス・スペースネット・プログラムの総合的かつ計画的な実現


